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岡
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昭
和
四
年
五
月
十
日 

午
後
七
時
過
ぎ 

宇
井
縫
蔵
様 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

南
方
熊
楠
再
拝 

拝
啓 

今
月
上
旬 

御
行
幸
に
付
き
当
縣
の
生
物
標
本 

等
を 

天
覧
に
供
す
る
儀
に
付
き
、
服
部
生
物
御
研
究
室 

主
任
よ
り
御
内
沙
汰
あ
り
。
又
縣
知
事
よ
り
も
し
ば
し
ば
当
該 

用
掛
り
を
派
し
て
打
合
せ
有
之
。
小
生
は
当
日
の
御
説
明
者 

を
し
て
貴
下
の
紀
州
魚
譜
と
紀
州
植
物
目
録 

を
進
献
せ
し
め
ん
と
欲
す
（
或
は
小
生
よ
り
ぢ
き
ぢ
き
さ
し
上
る
か
も 

知
れ
ず
）。
小
生
手
許
に
あ
る
も
の
は
二
書
共
小
生
の
手
に
て
書
き
入
れ 

抔
な
し
あ
り
。
植
物
目
録
の
方
は
本
文
が
読
め
に
く
き
程
書
き
入 

れ
し
あ
り
。
故
に
差
上
る
を
憚
か
る
。
然
し
此
二
書
共
天
覧
を
経 

お
く
と
き
は
再
板
に
都
合
よ
き
故
（
天
覧
を
経
た
り
と
廣
告
す
る
こ
と 



を
得
る
故
、
板
元
も
大
に
歓
迎
し
勇
む
也
）、
も
し
御
望
み
な
ら
ば 

（
又
キ
レ
イ
な
る
本
御
手
許
に
残
り
あ
ら
ば
）
御
郵
送
被
下
度
候
。 

小
生
の
素
志
は
な
る
べ
く
縣
下
生
物
学
発
達
の
径
路
履
歴
を 

具
し
て 

聖
徳
に
達
し
た
く
、
右
の
二
書
は
尤
も
そ
れ
に
必
要
な
る
も
の 

な
れ
ば
、
得
手
勝
手
な
座 ざ

な
り
編
成
の
に
わ
か
作
り
の
目
録
よ
り
は 

十
倍
の
御
信
用
を
得
る
こ
と
と
存
じ
候
。
此
の
千
歳 マ

マ

一
遇
の 

機
會
を
逸
し
、
貴
名
を
空
し
く
埋
め
去
る
は
惜
き
至
極
と
存
じ
、 

此
事
申
上
候
。 

 

標
品
等
は
十
五
日
し
め
き
り
な
り
。
然
し
小
生
は
貴
著
右
の 

二
種
は
理
由
を
特
別
に
附
し
て
、
当
日
御
成
り
の
場
所
に 

第
一
に
陳
列
し
、
又
小
生
な
り
誰
人
な
り
御
説
明
の
第
一
に 

短
か
く
本
縣
生
物
学
の
歴
史
を
述
る
と
き
、
貴
名
と
右
二
著
の 

名
を
序
述
す
る
を
必
要
と
認
め
候
。 

当
日
小
生
其
任
に
当
り
、
身
体
が
出
頭
に
差
支
へ
な
く
ば
、 

小
生
は
古
来
マ
キ
と
熊
野
で
い
ひ
し
は
全
く
高
野
槙
な
る
こ
と
は 

貴
下
の
発
見
と
い
ふ
こ
と
を
申
し
上
ん
と
存
居
候
。
右
当
用
の
み 

早
々
敬
具 

右
二
書
は
宮
城
内
御
研
究
所
に
献
納
の
筈
に
候
。
乃
ち
永
く 

御
参
考
書
と
な
る
な
り
。 

小
生
は
御
内
沙
汰
を
蒙
り
お
る
を
以
て
、
粘
菌
標
品
を
献
納
の
筈
に 

候
。
目
下
の
処
ろ
坂
口1

氏
専
ら
植
物
を
と
り
に
ま
は
り
お
り
、
又
写 

 

1 

坂
［
阪
］
口
総
一
郎
。
和
歌
山
県
師
範
学
校
教
諭
。
和
歌
山
県
史
蹟
名
勝
天
然
紀
念
物
調
査
委
員
、
行

幸
事
務
委
員
。 



真
し
居
り
。
縣
下
諸
学
校
の
集
品
は
一
先
づ
中
島
涛
三2

氏 

宅
へ
送
来
の
筈
な
る
も
、
あ
ま
り
多
か
ら
ず
。
和
歌
山
中
学
校
な
ど
は 

全
く
供
覧
品
な
き
由
に
候
。 

小
生
一
週
ほ
ど
前
中
島
北
島
二
氏
と
神
島
へ
下
検
分
に
ゆ
き 

候
節
、
ハ
ル
ノ
ゲ
シ3

の
甚
大
に
し
て
（
ハ
ル
ノ
ゲ
シ
が ？

一
二
尺
高
さ
な
ら 

此
品
は
三
尺
が
通
常
の
高
さ
）
葉
が
ハ
ボ
タ
ン
の
色
に
て 

き
ざ
み
殊
に
深
く
、
刺 は

り

す
る
ど
し
、
又
花
の 

外
萼
片
及
び
花
梗
に
強
き
刺 は

り

あ
り
、 

 
 
 
 

【
図
】 

茎
を
抱
け
る
基
底
耳
が
ハ
ル
ノ
ゲ
シ
は 

 
 
 
 

【
図
】 

鋭
ど
き
も
、 

こ
の
品
は 

【
図
】 

円
く
鈍 に

ぶ

し
、 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

か
や
う
の
も
の
多
く
神
島
の
濱
辺 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

に
生
じ
あ
り
。
扨
帰
途
文
里
か
ら 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

み
こ
の
濱
又
高
女
辺
に
も
生
え
あ
る
を 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

見
、
中
島
北
島
二
氏
に
問
ふ
に
、
今
始
め
て
見
る
と 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

申
さ
れ
候
。
帰
宅
後
し
ら
べ
し
に
、
オ
ニ
ノ
ゲ
シ4 

と
申
す
も
の
に
て
、
二
十
五
六
年
既
に
日
本
へ
欧
州
よ
り
渡
り
あ
り
と 

分
り
候
。
此
辺
に
て
は
二
氏
も
小
生
も
今
度
（
前
月
二
十
八
日
）
初
め
て 

見
出
し
た
る
に
候
。
か
か
る
も
の
貴
下
当
地
に
居
ら
れ
し
中
見
付
か
り
し 

 

2 

田
辺
中
学
教
諭 

3 

ノ
ゲ
シ
の
別
称
。 

キ
ク
科
の
越
年
草
。 

4 

オ
ニ
ノ
ゲ
シ
（
鬼
野
芥
子
）
葉
に
は
刺
状
の
鋸
歯
が
あ
る
。
国
立
環
境
研
究
所 

侵
入
生
物D

B

に
よ

る
と1

8
9

2

年
（
明
治2

5

）
に
東
京
で
確
認
。
熊
楠
の
「
二
十
五
六
年
す
で
に
」
の
言
と
符
合
す
る
。 



事
あ
り
や
、
伺
ひ
上
げ
候
。
欧
米
に
は
到
る
処
ろ
ひ
ろ
が
り
あ
る
も
、
当
地
方
に
は 

最
新
の
輸
入
と
見
え
、
町
内
に
は
ま
だ
入
り
こ
み
居
ら
ぬ
様
に
候
。 

以
上
。 

 


